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令和元年度血液精度管理 

 

【はじめに】 

今年度の臨床血液部門での精度管理調査は、血算6項目および白血球5分類、フォトサーベイを

対象として行った。 

評価は、全施設の平均値を目標値として±許容幅（許容幅評価）による測定値の妥当性の確認と、

技術水準を考慮した項目別統計（±3SD切断法2回除去）およびSDI評価を実施した。 

 

【項目及び試料内容】 

H-1：血算項目および白血球機械分類 2濃度（H-1-1,H-1-2） 

H-2：フォトサーベイ（全14問のうち設問14は評価対象外とし出題） 

 

【評価方法】 

①  目標値および評価基準 

全施設の平均値±許容幅（許容幅評価）および±3SD切断法2回除去 

 

      

項目 目標値 評価A 評価C 評価D 

ヘモグロビン濃

度 

全施設平均値 ±4.0%以内 ±8.0%以

内 

±8.0%を超え

た値 

血小板数 全施設平均値 ±12.0%以内 ±24.0%以

内 

±24.0%を超

えた値 

白血球数 全施設平均値 ±10.0%以内 ±20.0%以

内 

±20.0%を超

えた値 

赤血球数 全施設平均値 ±4.0%以内 ±8.0%以

内 

±8.0%を超え

た値 

ヘマトクリット 全施設平均値 ±6.0%以内 ±12.0%以

内 

±12.0%を超

えた値 

MCV 全施設平均値 ±6.0%以内 ±12.0%以

内 

±12.0%を超

えた値 

 

 

 

 

 



 

② SDI評価 

評価は反復切断処理（3SD除外）を2回行い、目標値およびSDを用いて各施設のSDI評価を行な

った。 

SDI＝（各施設の測定値－目標値）/SD 

SDI評価は、ばらつきの大きさに関わらず一定の割合で3SDを超える施設が存在し、他施設との

相対的な評価を示す。最終評価としている許容幅評価とは必ずしも一致しない。 

SDI評価については、各施設別の報告書をご参照ください。 

 

③フォトサーベイに関しては「臨床検査精度管理調査フォトサーベイ評価法に関する日臨技指針」

に基づき、正解率が 80％以上の設問を評価対象とし、正解・許容正解を評価A、不正解を評価D

とした。 

 

 

 

 

 

 

  



（全体統計） 
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（ＨＧＢメーカー別統計） 
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（機器別統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ＰＬＴメーカー別統計） 
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（機器別統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（白血球メーカー別統計） 
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（機器別統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（赤血球メーカー別統計） 
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（機器別統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ＨＣＴメーカー別統計） 
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（機器別統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ＭＣＶメーカー別統計） 
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（機器別統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（白血球 5分類） 
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H1（CBC） 
 
評価について 
 
１.赤血球系 
 

●赤血球 （RBC） 

 試料 H-1-1 は低値域、試料 H-1-2 は正常域であった。極端値除外件数は全体では H-1-1、

H-1-2共に 0件であったが、メーカ－別にみるとシスメックス使用の施設で 1件除外になった施

設があった。CV は H-1-1 は 1.55、H-1-2 は 1.38 と昨年同様良好な結果であった。全国的に

試薬や機器間差が少ない項目であり、このサーベイでもメ－カ－による差も見られなかった。 
 

●ヘモグロビン(Hb) 

試料 H-1-1は低値域、試料 H-1-2は正常域であった。極端値除外件数はH-1-1、H-1-2共

に 0 件であった。CV は H-1-1 は 1.32、H-1-2 は 1.20 と昨年同様良好な結果であった。全国

的に試薬や機器間差が少ない項目であり、このサーベイでもメ－カ－による大差はなかった。 

 

●ヘマトクリット(Ht) 

試料 H-1-1は低値域、試料 H-1-2は正常域であった。極端値除外件数はH-1-1、H-1-2共

に 0 件であった。CV は H-1-1 は 2.41、H-1-2 は 2.56 と昨年同様良好な結果であった。全国

的にも機種間差のある項目で、今サーベイでも若干その傾向が見られた。 

 

●MCV 

試料 H-1-1、H-1-2 共に正常域であった。極端値除外件数は H-1-1 は 1件、H-1-2 は 0件

であった。除外後の CV は H-1-1 は 1.57、H-1-2 は 2.52 と昨年同様良好な結果であった。メ

ーカ－別にみると、例年通りベックマン・コ－ルタ－＞シスメックスの傾向であった。極端値とし

て除外された 1施設は原因検索をお願いしたい。 

 
 

2.白血球(WBC) 
  試料 H-1-1 は低値域、試料 H-1-2 は正常域であった。極端値除外件数は H-1-1 は 1 件、

H-1-2 は 0 件であった。除外後の CV は H-1-1 は 3.30、H-1-2 は 2.75 と昨年同様良好な結
果であった。 

 
 

3.血小板(PLT) 

試料 H-1-1、試料 H-1-2 共に正常域であった。極端値除外件数は H-1-1、H-1-2 共に 0 件

であった。CVはH-1-1は 3.65、H-1-2は 3.32 と昨年同様良好な結果であった。メ－カ－別に

見ると昨年同様シスメックス＞ベックマン・コ－ルタ－であり全国的にもその傾向である。 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

4.白血球 5 分類 

 好中球 

極端値除外件数はH-1-1、H-1-2共に 0件であった。CVはH-1-1は 2.11％、H-1-2は

1.96％と昨年同様良好な結果であった。また、メ－カ－間差は見られなかった。 

 

 好酸球 

極端値除外件数はH-1-1、H-1-2共に 0件であった。メ－カ－間差は見られなかった。例

年バラツキの大きい項目であり CVはH-1-1は 10.42％、H-1-2は 5.03％と昨年と同様な

結果となった。 

 

 好塩基球 

極端値除外件数はH-1-1、H-1-2共に 0件であった。メ－カ－間差は見られなかった。好

酸球同様例年バラツキの大きい項目であり CVはH-1-1は 34.86％、H-1-2は 28.20％と

昨年と並みの結果となった。項目の特性上これ以上のデ－タの収束は困難と思われる。 

 

 単球 

極端値除外件数はH-1-1、H-1-2共に0件であった。除外後のCVはH-1-1は15.23％、

H-1-2は 12.80％と昨年と同様な結果となった。また、メ－カ－間差が見られ、昨年同様シ

スメックス、シーメンスと比べて、ベックマン・コ－ルターでやや高値傾向であった。   

 

 リンパ球 

極端値除外件数は H-1-1、H-1-2 共に 0 件であった。CV は H-1-1 は 3.39％、H-1-2 は

2.58％と昨年同様良好な結果であった。また、メ－カ－間差は見られなかった。 

 

まとめ 

参加施設は血算部門 39 施設、白血球 5 分類で 34 施設で、昨年と比べて血算、5 分類共に 2

施設の減少があった。 

使用機器メーカーはシスメックスが 82％（32施設）、ベックマン・コールターが 10％（4施設）、シ

－メンス、日本光電、堀場が 2.6％（1施設ずつ）でほぼ例年通りだった。 

血算部門ではすべての項目で除外後 CVが 5％以下となり昨年同様良好な結果であったが、極

端値となり除外された施設も数件あり原因究明をお願いしたい。また、今回は参加申し込みがあっ

たが無記入だった施設もあった。 

白血球 5分類も昨年同様の結果となった。結果入力に関して今回は入力ミスが 1件も無い喜ば

しい結果になった。デ－タの更なる収束は困難と思われるが次回も測定・入力共に細心の注意を

払って臨みたい。 

 

(文責：中島 美紀) 

 

 

 

 

 

 



H2（フォトサーベイ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 



H2（フォトサーベイ） 
 
評価について 

 

令和元年度島根県臨床検査技師会血液検査部門（フォトサーベイ）の参加は 31 施設であった。

写真は末梢血液像（May-Giemsa 染色、無染色）、骨髄像（May-Giemsa 染色、鉄染色）を用い

て設問 14以外はすべて評価対象とした。 

設問 1 から設問 6 は正常検体に見られる細胞を鑑別する設問とし、昨年度に引き続き好中球系

細胞の新分類基準を用いた成熟好中球を鑑別する設問も含めて出題した。 

設問７から設問 11は骨髄異形成症候群（MDS）症例のデータを提示し、写真 7から写真 10は末

梢血液像（May-Giemsa染色）、写真 11は骨髄像（May-Giemsa染色、鉄染色）を提示した。 

設問 12 は伝染性単核球症の患者の末梢血液像（May-Giemsa 染色）に出現した反応性（異型）

リンパ球を出題した。 

設問 13は急性骨髄性白血病分化型（AML-M2）の患者の骨髄像（May-Giemsa染色）に出現し

たアウエル小体を有する骨髄芽球を遺伝子検査の結果とともに出題した。 

設問 14（評価対象外）は濾胞性リンパ腫（FL）の患者の末梢血液像（May-Giemsa 染色）に出現

したフォリキュラー細胞を染色体検査や細胞表面マーカーと共に出題した。 

設問 1から設問 6は日常検査で遭遇することの多い細胞像であるためか、正解率は高く、良好な

結果となった。 

設問 7 から設問 11 は骨髄異形成症候群（MDS）症例に出現した異常細胞で比較的高い正解率

となった。ただし設問 8 は顆粒消失を伴う好中球を出題したが、偽ペルゲル核異常を伴う好中球

を選んだ施設が9施設あり、正解率が80％以下だった為、今回は評価対象外とした。ペルゲル核

異常の定義は『2 分葉はフィラメントで結合し、粗大な核クロマチン構造をもつ。』とされている。今

回の出題写真とアトラスの写真を見比べて確認していただきたい。 

設問 12 の反応性（異型）リンパ球は概ね正解であった。骨髄芽球、形質細胞、腫瘍性（異常）リン

パ球と解答した施設が 1施設づつあったので再度確認していただきたい。 

設問 13 は遺伝子検査：AML/MTG8 が陽性の急性骨髄性白血病分化型（AML-M2）の骨髄芽

球を出題した。アウエル小体を有する骨髄芽球が正解だったが、骨髄芽球やファゴット細胞と解

答した施設は確認をお願いしたい。 

設問 14（評価対象外）はフォリキュラー細胞が正解であったが、腫瘍性（異常）リンパ球と解答した

施設が 11 施設、セザリー細胞と解答した施設が 2 施設あり、解答が別れた。細胞の核の切れ込

み具合、染色体検査がｔ(14：18）であることより、腫瘍性（異常）リンパ球の中でもフォリキュラー細

胞を選んでいただきたかった。 

解答するにあたり、細胞の特徴を理解するとともに染色体検査結果や各検査結果とあわせて総

合的に判断していただきたい。今回のフォトサーベイが標準化・技術・知識向上の一助になれば

幸いである。                    

 （文責：山本貴子） 



（まとめ） 

今回は血算項目、フォトサーベイの評価を行った。 

CBC 検体はボランティア生血を用い H-1-1、H-1-2 の 2 検体を配付した。今回の参加施設は 39

施設で、白血球 5分類では 34施設であり、昨年と比べて 2施設の減少があった。 

昨年同様、日臨技のシステムを用いて解析・評価するにあたり、評価基準は日臨技サーベイに準

じた基準を採用し、Ｎ数が少ない島根県では全施設の平均値を目標値として評価した。（極端値

の棄却方法は±3SDで 2回棄却）血算部門ではすべての項目で除外後ＣＶが 5％以下となり、昨

年同様良好な結果となった。今回は喜ばしい事に入力ミスで除外された施設が無く、今後も結果

の確認・入力には十分に気を付けて参加して頂きたい。また、白血球 5 分類の評価においては、

昨年度と同様な結果となった。デ－タの更なる収束は困難と思われるが、日本検査血液学会

（JSLH）がフローサイトメトリーによる白血球分類参照法の検討を進めていることから、更なる標

準化を期待する。 

昨年は試料到着後 3～7 日後に測定を行った施設が数施設みられたが、今回は試料到着後す

ぐに測定された施設が殆どで、今後も患者検体同様の扱いで取り組んで頂きたい。 

島根県のサーベイでは新鮮血を用いており、新鮮血サーベイでは“高値検体”や“低値検体”など

の条件の異なる複数検体を用いた精度管理調査の実施が難しいため、現状では血球計数の異

常値を示す検体については評価できておらず、今後の課題と考える。 

フォトサーベイの参加は 31 施設であった。写真は末梢血液像（May-Giemsa 染色、無染色）、

骨髄像（May-Giemsa染色、鉄染色）を用いて設問 14以外はすべて評価対象とした。 

標準化を意識した設問を中心として、昨年同様に末梢血の正常細胞から細胞表面マーカーや染

色体遺伝子異常を含めた設問も出題した。設問 1 から設問 6 は日常検査で遭遇することの多い

細胞像であるためか、正解率は高く、良好な結果となった。設問 7から設問 11はMDS症例に出

現した異常細胞で比較的高い正解率となった。ただし設問 8 は正解率が 80％以下だった為、今

回は評価対象外とした。設問 12は反応性（異型）リンパ球、設問 13は遺伝子検査：AML/MTG8

が陽性の AML-M2 の骨髄芽球を出題した。各設問とも典型的な細胞を提示し、概ね正解であっ

たが、不正解であった施設は再度確認していただきたい。分類や判断に苦慮するケースでは細胞

の特徴を捉え、各検査結果と合わせて総合的に判断していただきたい。 

 また今回のサーベイでは参加申し込みがあったにも関わらず、無回答の施設があった。 

長年に渡り、島根県の精度管理事業、標準化に尽力してきたつもりだが、未だこのような施設が

存在するという事がとても残念でならない。参加申込みされた以上は責任を持ち、臨床検査技師

のプロとして患者検体と同様の扱いで取り扱って頂きたい。 

今回の結果が島根県血液検査部門の精度向上につながれば幸いである。 

 最後になりますが、今回のサーベイにご尽力頂きました実務委員の皆様に、この場をお借りして 

厚く御礼申し上げます。                            

 

臨床血液部門 部門長 

                                                       坂根 聡 


